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「
上
野
の
杜
の
波
瀾
万
丈
」
シ
リ
ー
ズ
が
終
了
し
ま

す
。
私
は
美
術
関
連
事
項
を
担
当
し
、
思
い
付
く
ま
ま

テ
ー
マ
を
選
ん
で
計
九
篇
を
寄
稿
し
ま
し
た
。
最
初

に
「
美
校
騒
動
」
と
題
し
て
明
治
三
十
一
年
の
岡
倉
天

心
校
長
失
脚
に
つ
い
て
書
い
た
の
は
、
既
定
の
本
シ

リ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
〃
波
瀾
万
丈〃

に
対
応
し
た
た
め
で

す
が
、
こ
れ
ほ
ど
天
心
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
に
、
い

ま
だ
に
騒
動
の
原
因
が
天
心
の
専
横
さ
や
私
行
に
あ
っ

た
と
さ
れ
、
ゴ
シ
ッ
プ
の
み
が
面
白
可
笑
し
く
語
ら
れ

て
い
る
の
を
み
て
義
憤
を
感
じ
、
根
本
の
原
因
は
政
府

（
文
部
省
）の
方
針
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
か
っ

た
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

第
二
回
目
の
「
美
校
の
経
営
戦
略
・
依
嘱
製
作
事

業
」
は
、
天
心
が
美
校
の
運
営
を
で
き
る
だ
け
理
想
に

近
づ
け
る
た
め
、
既
定
の
学
校
経
費
の
ほ
か
に
民
間
資

本・公
的
資
金
を
導
入
し
て
依
嘱
製
作
事
業
を
開
始
し
、

皇
居
前
広
場
の
楠
木
正
成
銅
像
や
上
野
公
園
の
西
郷
隆

盛
銅
像
、
博
多
の
日
蓮
上
人
銅
像
、
海
外
博
覧
会
へ
の

政
府
出
品
物
な
ど
の
製
作
、
古
美
術
名
品
の
模
写
・
模

刻
等
々
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
教
員
・
生
徒
た
ち
に
担
当

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
究
・
教
育
の
充
実
を
図
っ
た

こ
と
。
そ
の
事
業
が
第
二
次
大
戦
の
時
期
ま
で
続
い
て

四
六
六
件
に
も
上
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
天
心
は

文
部
省
の
意
向
を
測
る
こ
と
も
な
く
事
業
を
開
始
し
、

実
績
を
上
げ
、
制
度
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

第
三
回
目
の
「
紅
一
点
」
は
美
校
が
昭
和
二
十
一
年

の
男
女
共
学
実
施
前
は
男
子
校
で
、
例
外
的
に
少
数
の

外
国
人
女
性
を
受
け
入
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
き
ち
ん
と

卒
業
し
た
の
は
マ
リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
た
だ
一
人

だ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
原
因
な
ど
に
つ
い
て
書
き

ま
し
た
。
美
校
が
東
京
音
楽
学
校
の
よ
う
に
最
初
か
ら

男
女
共
学
だ
っ
た
ら
日
本
の
近
代
美
術
は
ど
う
な
っ
て

い
た
か
。
そ
の
点
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
、
才
能
豊

か
で
意
欲
に
満
ち
た
女
性
が
制
度
の
た
め
に
最
も
環
境

の
整
っ
た
学
校
で
学
ん
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
実
に
惜
し
い
こ
と
で
す
。

第
四
回
目
の
「
中
国
人
一
斉
帰
国
」
で
は
、
美
校

に
は
外
国
人
留
学
生
計
二
三
九
人（
中
国
一
〇
三
人
、

朝
鮮
八
九
人
、
台
湾
三
〇
人
、
そ
の
他
一
七
人
）が
在

学
し
、
日
本
人
に
混
じ
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
開
始
に
よ
り
諸
分
野
の
中
国

人
留
学
生
た
ち
が
一
斉
帰
国
し
た
際
に
帰
国
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
の
後
交
流
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
と
、
美
校
と
中
国
美
術
界

の
間
で
培
わ
れ
て
き
た
交
流
活
動
に
も
終
止
符
が
打
た

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
戦
争
が
も
た
ら
し
た
大
き
な

損
失
の
一
つ
で
す
。
近
年
、
近
隣
諸
国
で
近
代
美
術
の

研
究
が
活
発
化
し
、
日
本
留
学
生
た
ち
の
果
た
し
た
役

割
の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
鑑

み
て
、
一
層
そ
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

第
五
回
目
の「
戦
中
の
教
官
総
辞
職
」は
、
一
九
四
四

年
に
文
部
省
が
断
行
し
た
美
校
教
官
総
入
れ
替
え
事
件

を
採
り
上
げ
、決
戦
体
制・非
常
時
下
に
行
わ
れ
た
「
改

革
」
が
美
校
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
え
て
み
よ
う

と
し
た
も
の
で
す
。

第
六
、七
回
目
の
「
日
本
美
術
の
保
護
」
で
は
、
本

学
に
お
い
て
今
日
重
要
な
部
位
を
占
め
る
文
化
財
保
護

の
研
究
・
教
育
分
野
の
淵
源
に
つ
い
て
記
し
、
第
八
回

目
の
「
作
品
展
示
施
設
の
昔
」
で
は
美
校
開
校
以
後
藝

大
大
学
美
術
館
開
館
前
ま
で
の
展
示
施
設
の
変
遷
を

辿
っ
て
み
ま
し
た
。
第
九
回
目
の
「
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の

壁
画
」
で
は
、
美
校
・
藝
大
の
歴
史
を
語
る
際
に
お
よ

そ
話
題
に
上
る
こ
と
の
な
い
、
野
生
司
香
雪
と
い
う
卒

業
生
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
壁
画
制
作
の
快
挙
を
採
り
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
躍
の
事
例
は
数
限
り
な
く

あ
り
、
美
術
史
や
美
術
教
育
、
文
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
そ
の
他
種
々
の
分
野
で
意
義
深
い
活
動
を
し
た
人
々

な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

い
ざ
書
く
と
な
る
と
下
調
べ
が
結
構
大
変
な
の
で
、
こ

の
辺
で
筆
を
擱
き
ま
す
。

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ 

セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員・美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
）

最
終
回
に
寄
せ
て

第
十
八
回

東
京
美
術
学
校
か
ら
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
へ
、
東
京
音
楽
学
校
か
ら
同
音
楽
学
部
へ
。

近
代
日
本
の
芸
術
教
育
と
芸
術
研
究
を
支
え
た
二
つ
の
道
筋
。

近
代
美
術
教
育
と
美
術
学
校

　
　

連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

吉
田
千
鶴
子



27

こ
の
連
載
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
代
前

半
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
の
六
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
東
京
音
楽
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な
学
校

な
の
だ
ろ
う
か
。

一
、
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争

二
、
歌
劇
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
上
演

三
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
時
代

四
、
上
野
児
童
音
楽
学
園

五
、
東
京
音
楽
学
校
生
の
陸
軍
軍
楽
隊
入
隊

　
　
（
前
篇
・
後
篇
）

六
、
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
科
へ
の
長
い
道
の
り

　
　
（
前
篇
・
後
篇
）

創
立
早
々
、
学
校
は
国
家
予
算
削
減
の
あ
お
り
で
存

廃
の
危
機
に
揺
れ
た
。

帝
大
生
の
間
に
ワ
グ
ナ
ー
熱
が
高
ま
っ
て
い
た
明
治

三
十
六
年
、
歌
劇
研
究
会
は
教
員
等
の
協
力
の
も
と
グ

ル
ッ
ク
作
曲
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
を
上
演
し
、
本
科
三

年
の
三
浦
環
等
が
注
目
を
浴
び
た
。
再
演
計
画
も
あ
っ

た
が
、
男
女
生
徒
が
同
じ
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
風
紀
上

問
題
視
さ
れ
、
中
止
と
な
っ
た
。

半
世
紀
に
わ
た
り
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
を
中
心
に
演
奏
し
て
き
た
東
京
音
楽

学
校
管
弦
楽
団
を
一
気
に
欧
米
楽
壇
の
レ
ベ
ル
に
引
き

上
げ
よ
う
と
し
た
の
が
、
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ

イ
ム
で
あ
る
。
マ
ー
ラ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
ス
ト
ラ

ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
な
ど
の
近
現
代
曲
に
挑
戦
し
た
。
し
か

音
楽
取
調
掛
～
東
京
音
楽
学
校
～

音
楽
学
部

来
し
方
百
三
十
五
年
を
振
り
返
っ
て

し
ユ
ダ
ヤ
系
の
看
板
指
揮
者
は
昭
和
十
二
年
に
契
約
を

打
ち
切
ら
れ
た
。

昭
和
八
年
、
時
代
に
先
が
け
て
始
め
た
音
楽
の
早
期

教
育
機
関
で
あ
る
上
野
児
童
音
楽
学
園
は
四
倍
の
難
関

で
、
砂
原
美
智
子
、
園
田
高
弘
、
中
田
喜
直
等
を
輩
出
。

マ
ー
ラ
ー
の
《
第
三
交
響
曲
》
の
児
童
合
唱
で
は
ド
イ

ツ
語
の
暗
譜
で
熱
唱
し
た
。
が
、
昭
和
十
九
年
秋
、
戦

局
の
悪
化
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
秋
、
入
営
適
齢
の
生
徒
十
四
名
が
陸
軍

戸
山
学
校
軍
楽
隊
に
入
隊
し
た
。
少
し
で
も
音
楽
の
勉

強
を
続
け
さ
せ
る
方
途
で
あ
っ
た
。
同
校
は
在
校
生
の

戦
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
。

邦
楽
科
は
、
唯
一
の
国
立
音
楽
学
校
の
「
顔
」
と
し

て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
。
家
元
制
度
や
流
派

等
の
伝
統
を
持
つ
邦
楽
が
東
京
音
楽
学
校
の
「
科
」
と

な
っ
た
の
は
昭
和
十
一
年
で
あ
っ
た
。

本
学
音
楽
学
部
は
、
近
代
国
家
建
設
の
た
め
の
明
治

十
二
年
の
音
楽
取
調
掛
創
設
と
い
う
前
例
の
な
い
一
歩

に
始
ま
っ
た
。
唱
歌
教
材
の
作
成
や
教
師
の
養
成
と
と

も
に
、
数
々
の
日
本
初
演
を
行
っ
た
。
欧
化
政
策
の
先

陣
を
切
る
類
例
の
な
い
学
校
の
歩
み
は
、
内
外
の
荒
波

へ
の
前
例
な
き
挑
戦
の
連
続
と
な
っ
た
。
国
自
体
が
そ

う
で
あ
っ
た
か
ら
波
瀾
万
丈
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と

は
、
最
初
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

幾
多
の
先
人
の
尽
力
の
賜
で
あ
る
百
三
十
五
年
は
日

本
の
近
現
代
史
と
と
も
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
継
承
し
、

二
十
一
世
紀
の
我
が
国
と
人
類
世
界
を
視
野
に
、
前
例

の
な
い
挑
戦
を
続
け
る
伝
統
に
こ
そ
、
音
楽
学
部
の
本

領
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

取
材
や
資
料
提
供
等
で
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
・
大
学
史
史
料
室
）

橋
本
久
美
子

草創期の東京美術学校

明治23年5月に新築された当時の東京音楽学校の校舎


